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都
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台
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へ
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【
略　

号
】

『
威
儀
経
疏
』
…
『
沙
弥
十
戒
並
威
儀
経
疏
』

『
依
憑
集
』
…
…
『
大
唐
新
羅
諸
宗
依
憑
集
』

『
義
記
』
…
…
…
『
大
乗
起
信
論
義
記
』

『
血
脈
譜
』
…
…
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』

『
指
示
』
…
…
…
『
華
厳
五
教
章
指
示
』

『
守
護
章
』
…
…
『
守
護
国
界
章
』

『
大
正
』
…
…
…
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

『
伝
全
』
…
…
…
『
伝
教
大
師
全
集
』

『
日
蔵
』
…
…
…
『
日
本
大
蔵
経
』

『
日
仏
全
』
…
…
『
大
日
本
仏
教
全
書
』（
覆
刻
版
）

『
霊
異
記
』
…
…
『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
』

※ 

そ
の
他
の
『
妙
法
蓮
華
経
』『
大
般
涅
槃
経
』『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
等
の
主
要
な
仏
典
な
ら
び
に
『
妙

法
蓮
華
経
玄
義
』『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』
な
ど
の
論
疏
に
つ
い
て
は
、
慣
例
（『
法
華
経
』『
涅
槃
経
』

『
華
厳
経
』『
法
蓮
玄
義
』『
法
蓮
文
句
』
等
）
に
従
う
。



　
　
　
　
　
　
　
【
凡　

例
】

一
、
旧
字
体
は
原
則
的
に
通
行
体
に
改
め
た
。

一
、
送
り
仮
名
は
原
則
的
に
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。

一
、
参
考
資
料
等
の
頁
数
は
、（　

）
内
に
数
字
だ
け
を
記
し
た
。

一
、
引
文
中
省
略
部
分
は
「
‥
‥
‥
」
で
示
し
た
。

一
、
人
物
の
生
没
年
は
、﹇　

﹈
内
に
数
字
の
み
を
示
し
た
。

一
、
引
用
文
中
に
お
け
る
傍
線
や
（　

）
は
、
す
べ
て
筆
者
が
記
し
た
。



は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
南
都
に
お
い
て
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
天
台
教
勢
と
、
そ
れ
ら
が
及
ぼ
し
た
最
澄
へ
の
影
響
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。

全
体
的
な
筆
者
の
関
心
は
最
澄
の
生
涯
を
通
じ
た
思
想
的
変
遷
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
た
め
、
本
稿
を
そ
の
端
緒
と
し
た
い
。

　

最
澄
は
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
に
東
大
寺
で
具
足
戒
を
受
け
、
同
年
七
月
に
比
叡
山
に
登
り
山
林
修
行
を
開
始
し
た
。
注
目
さ
れ
る
の

は
、
比
叡
山
に
登
っ
た
最
澄
が
す
で
に
天
台
修
学
を
行
っ
て
い
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
入
山
以
前
に
最
澄
が
天
台
教
学
を
認
知

し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
南
都
で
の
修
学
中
に
そ
れ
を
知
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
当
時
の
南
都
で
は
、
鑑
真
﹇
六
八
八
―
七
六
三
﹈
と
そ
の

門
下
の
天
台
布
教
が
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
寿
霊
﹇
生
没
年
不
詳
﹈
撰
『
指
示
』、
景
戒
﹇
生
没
年
不
詳
﹈
撰
『
霊
異
記
』
等
に
も
そ
の

影
響
が
垣
間
見
え
る
。
一
方
で
、
渡
来
僧
の
道
璿
﹇
七
〇
二
―
七
六
〇
﹈
も
天
台
布
教
に
関
与
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、

こ
の
よ
う
な
南
都
に
お
け
る
天
台
教
勢
を
概
観
し
、
最
澄
へ
の
影
響
を
論
述
し
た
い
。
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
章　

道
璿
か
ら
最
澄
へ
の
影
響

第
二
章　

鑑
真
と
そ
の
門
下
の
天
台
布
教

第
一
節　

鑑
真
の
天
台
信
仰

第
二
節　

法
進
に
よ
る
天
台
教
学
の
布
教

第
三
節　

思
託
に
よ
る
慧
思
後
身
説
の
提
唱

（1） 

（2） 

（3） 
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第
四
節　

道
忠
の
天
台
思
想

第
三
章　

寿
霊
撰
『
指
示
』
に
見
え
る
天
台
教
勢

第
四
章　

景
戒
撰
『
霊
異
記
』
に
見
え
る
天
台
教
勢

小
結

　

な
お
、
研
究
の
対
象
と
方
法
に
関
し
て
付
言
し
て
お
く
。
研
究
の
対
象
と
し
て
は
、
奈
良
・
平
安
期
に
か
け
て
天
台
教
学
と
関
係
し
た

と
見
ら
れ
る
人
物
を
取
り
上
げ
た
。

　

方
法
と
し
て
は
、
南
都
に
お
け
る
天
台
教
勢
に
関
与
し
た
人
物
た
ち
の
思
想
を
抽
出
し
、
最
澄
へ
の
影
響
を
考
察
し
た
。
ま
た
、
最
澄

を
含
め
た
各
人
の
伝
記
や
著
作
の
真
偽
、
成
立
の
問
題
に
関
し
て
は
、
本
稿
の
趣
旨
と
は
異
な
る
た
め
詳
し
い
言
及
を
避
け
た
。

第
一
章　

道
璿
か
ら
最
澄
へ
の
影
響

　

ま
ず
、
道
璿
に
関
し
て
概
観
し
た
い
。
道
璿
は
唐
代
中
期
の
僧
で
あ
り
、
入
唐
僧
栄
叡
﹇
？
―
七
四
九
﹈
ら
に
よ
る
戒
師
招
請
に
応
じ

て
天
平
八
年
（
七
三
六
）
に
来
日
し
た
と
さ
れ
る
。
道
璿
は
、
神
秀
﹇
六
〇
六
―
七
〇
六
﹈
―
普
寂
﹇
六
五
一
―
七
三
九
﹈
―
道
璿
と
続

く
い
わ
ゆ
る
北
宗
禅
の
系
譜
に
置
か
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
道
璿
の
弟
子
に
行
表
﹇
七
二
二
―
七
九
七
﹈
が
い
る
。
最
澄
は
こ
の
行
表
の
弟

子
に
当
た
る
た
め
、
道
璿
―
行
表
―
最
澄
と
い
う
系
譜
が
成
り
立
つ
。

　

先
行
研
究
に
よ
る
と
、
道
璿
は
天
台
教
学
に
も
通
じ
て
お
り
、
最
澄
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
こ
れ
と
異

（4） 

（5） 

（6） 

（7） 

（8） 
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な
る
見
解
を
伊
吹
敦
氏
が
提
唱
し
て
い
る
。
要
点
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

•
 

道
璿
撰
『
集
註
梵
網
経
』
に
天
台
教
学
の
用
語
が
見
ら
れ
る
の
は
、
智
周
﹇
六
六
八
ー
七
二
三
﹈
の
説
を
参
照
し
て
い
る
た
め
で

あ
る
。
智
周
は
、『
梵
網
経
』
を
注
釈
す
る
に
際
し
て
天
台
教
学
を
用
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
道
璿
が
智
周
釈
を
用
い
て
い
る
こ

と
と
、
道
璿
自
身
が
天
台
教
学
に
造
詣
が
深
い
と
い
う
こ
と
は
同
義
で
は
な
い
。

•
 

道
璿
は
、『
集
註
梵
網
経
』（『
伝
全
』
一
、『
伝
述
一
心
戒
文
』
所
収
の
逸
文
）
に
お
い
て
智
顗
の
教
説
を
引
用
し
て
い
る
が
、
こ

の
箇
所
だ
け
を
取
り
上
げ
て
天
台
教
学
に
詳
し
い
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

•
 

最
澄
撰
『
依
憑
集
』（『
伝
全
』
三
、三
六
三
）
に
は
、「
こ
の
間　

比
蘇
に
り
、
大
唐
天
台
に
聞
く
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
従
来

は
「
比
蘇
」
を
「
道
璿
」
と
し
て
き
た
が
、
正
し
く
は
道
璿
で
は
な
く
神
叡
﹇
生
没
年
不
詳
﹈
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、「
比
蘇
」

を
道
璿
と
み
な
す
従
来
説
は
誤
り
で
あ
る
。

•
 

光
定
撰
『
伝
述
一
心
戒
文
』（『
伝
全
』
一
、五
六
五
）
に
あ
る
「
璿
和
尚
の
経
を
叡
嶽
に
覧
し
、
進
和
尚
の
経
を
東
嶺
に
検
す
」

と
い
う
一
文
は
、
道
璿
と
法
進
﹇
七
〇
九
―
七
七
八
﹈
の
『
梵
網
経
』
に
関
す
る
注
釈
書
を
指
し
、
天
台
典
籍
を
示
す
の
で
は
な

い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
道
璿
が
天
台
教
学
に
精
通
し
て
い
た
可
能
性
は
低
い
と
伊
吹
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
で
、
道
璿
か
ら
最
澄
へ

の
影
響
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（9） 
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で
は
、
最
澄
は
ど
の
よ
う
に
し
て
天
台
の
教
学
に
触
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。（
中
略
）
そ
の
契
機
は
道
璿
（
大
福
律
師
、
大
安
唐
律
）

の
『
集
註
梵
網
経
』
と
法
進
（
白
塔
僧
統
）（
七
〇
九
〜
七
七
八
）
の
『
註
梵
網
経
』
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
現
存
す
る
佚
文
に
よ

る
と
、
こ
れ
ら
両
書
は
『
梵
網
経
』
に
対
す
る
従
前
の
諸
注
釈
か
ら
自
分
の
思
想
的
立
場
に
近
い
も
の
を
選
び
出
し
て
纏
め
た
も
の

で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
往
々
に
し
て
天
台
宗
の
教
義
に
立
脚
す
る
註
釈
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
最
澄
は
、

こ
れ
ら
を
読
ん
だ
際
に
そ
こ
に
見
ら
れ
る
断
片
的
な
説
明
に
よ
っ
て
天
台
教
学
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
り
、
体
系
的
に
そ
れ
を
学
ぼ
う

と
志
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
最
澄
は
先
ず
道
璿
の
『
集
註
梵
網
経
』
に
よ
っ
て
天
台
教
学
に
目
覚
め
、
次
い
で

鑑
真
の
弟
子
で
天
台
宗
の
学
者
で
も
あ
っ
た
法
進
の
『
梵
網
経
註
』
に
も
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

筆
者
は
伊
吹
氏
の
見
解
に
概
ね
同
意
す
る
。
た
だ
し
、
最
澄
が
道
璿
・
法
進
の
『
梵
網
経
』
注
釈
書
の
み
か
ら
「
天
台
教
学
に
目
覚
め

た
」
と
す
る
の
は
や
や
検
討
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。
最
澄
は
比
叡
山
に
登
る
前
か
ら
天
台
修
学
を
志
し
て
い
た
と
見
ら
れ
、
当
時
の
南

都
で
は
鑑
真
門
下
に
よ
る
天
台
教
勢
が
強
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
道
璿
以
外
の
人
物
が
最
澄
に
天
台
教
学
を
知
ら
し
め
た
可

能
性
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
段
階
で
は
最
澄
が
道
璿
・
法
進
の
『
梵
網
経
』
注
釈
書
を
披
閲
す
る
と
と
も
に
、
な
ん
ら
か
の
天
台
教

勢
を
被
っ
た
結
果
、
天
台
修
学
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
と
筆
者
は
推
定
し
て
い
る
。

第
二
章　

鑑
真
と
そ
の
門
下
の
天
台
布
教

　

鑑
真
は
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
に
多
数
の
天
台
典
籍
を
伴
っ
て
来
日
し
た
。
ま
た
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
法
進
﹇
七
〇
九
―

（10） 

（11） 
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七
七
八
﹈、
思
託
﹇
生
没
年
不
詳
﹈、
道
忠
﹇
生
没
年
不
詳
﹈
た
ち
は
、
い
わ
ゆ
る
「
大
安
寺
文
化
圏
」
を
通
じ
て
天
台
布
教
を
行
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
鑑
真
と
そ
の
門
下
に
お
け
る
天
台
布
教
を
概
観
し
て
い
き
た
い
。

第
一
節　

鑑
真
の
天
台
信
仰

　

伊
吹
敦
﹇
二
〇
一
三
（
二
）﹈
に
よ
れ
ば
、
鑑
真
に
は
天
台
信
仰
が
あ
り
、
特
に
玉
泉
寺
系
統
の
天
台
学
派
に
見
ら
れ
る
「
天
台
と
律

を
総
合
す
る
思
想
」
を
有
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
鑑
真
の
天
台
信
仰
に
関
し
て
栄
原
永
遠
男
﹇
二
〇
〇
〇
﹈（
二
四
八
―
二
五
〇
）

は
「
鑑
真
将
来
経
は
、
鑑
真
か
ら
内
裏
に
献
納
さ
れ
て
図
書
寮
経
の
一
部
分
を
構
成
し
た
の
で
は
な
く
、
来
日
以
来
一
貫
し
て
鑑
真
の
手

元
に
置
か
れ
つ
づ
け
て
い
た
」
と
し
、「
東
大
寺
唐
禅
院
に
あ
っ
た
鑑
真
の
も
と
に
置
か
れ
て
い
た
鑑
真
将
来
経
の
少
な
く
と
も
一
部
分

は
、
そ
の
後
、
唐
招
提
寺
に
移
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
鑑
真
が
天
台
関
係
の
典
籍
を
手
元
に
持
ち
続
け
て
い
た
こ
と

は
、
そ
の
天
台
信
仰
を
裏
付
け
る
証
拠
と
な
る
だ
ろ
う
。

第
二
節　

法
進
に
よ
る
天
台
教
学
の
布
教

　

鑑
真
に
続
い
て
、
そ
の
門
下
で
あ
る
法
進
の
天
台
布
教
を
確
認
し
た
い
。
法
進
は
授
戒
伝
律
の
師
と
し
て
鑑
真
と
共
に
来
日
し
、
現
存

す
る
日
本
最
古
の
戒
律
注
釈
書
で
あ
る
『
威
儀
経
疏
』
や
、『
梵
網
経
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
梵
網
経
註
』
を
著
し
た
。
特
に
、
法
進
撰

『
威
儀
経
疏
』
に
は
天
台
教
学
の
依
用
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
執
筆
活
動
な
ら
び
に
講
義
を
通
し
て
天
台
布
教
を
行
っ
て
い
た

と
見
ら
れ
る
。

　

ま
ず
は
、
そ
の
法
進
撰
『
威
儀
経
疏
』
を
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
⑴
智
顗
撰
『
小
止
観
』
の
引
用
、
⑵
吉
蔵

（12） 

（13） 
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﹇
五
四
九
―
六
二
三
﹈
と
智
顗
の
比
較
、
⑶
天
台
経
疏
の
勧
奨
で
あ
る
。

⑴
智
顗
撰
『
小
止
観
』
の
引
用

坐
禅
と
い
う
の
は
、
禅
は
す
な
わ
ち
真
如
に
入
る
径
路
で
あ
り
、
生
死
﹇
の
苦
し
み
﹈
を
断
じ
る
根
本
﹇
と
な
る
も
の
﹈
で
あ
り
、

人
と
天
の
眼
目
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
苦
海
を
渡
る
舟
航
で
あ
り
、
甘
露
を
開
く
妙
楽
で
あ
り
、
菩
提
の
証
果
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
中
略
）
今
坐
禅
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
必
ず
五
縁
を
具
足
し
、
は
じ
め
に
定
慧
を
修
行
す
る
べ
き
で
あ
る
。
五
﹇
縁
﹈
と
は
何

か
と
い
う
と
、
一
つ
に
は
持
戒
清
浄
縁
、（
中
略
）
二
つ
に
は
衣
食
具
足
縁
、（
中
略
）
三
つ
に
は
閑
居
静
処
縁
、（
中
略
）
四
つ
に

は
息
諸
作
務
縁
、（
中
略
）
五
つ
に
は
近
善
知
識
縁
、（
中
略
）
上
の
五
縁
は
す
べ
て
坐
禅
の
前
の
方
便
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
『
沙
弥
十
戒
並
威
儀
経
』
に
あ
る
「
坐
禅
」
の
語
（
波
線
部
）
に
つ
い
て
、
法
進
撰
『
威
儀
経
疏
』
が
注
釈
し
て
い
る
箇
所
で

あ
る
。
法
進
撰
『
威
儀
経
疏
』
は
、
智
顗
撰
『
小
止
観
』（『
大
正
』
四
六
、四
六
二
下
―
四
六
三
中
）
に
説
か
れ
る
「
具
縁
第
一
」
を
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
引
用
し
、「
坐
禅
」
の
注
釈
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
法
進
が
天
台
教
学
を
尊
重
し
て
い
る
傍
証
と
な
る
だ
ろ

う
。

⑵
吉
蔵
と
智
顗
の
比
較

　

法
進
撰
『
威
儀
経
疏
』
で
は
、
天
台
教
学
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
吉
蔵
が
智
顗
に
屈
服
し
た
と
い
う
伝
承
が
語
ら
れ
て

（15） 
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い
る
。﹇

吉
蔵
は
﹈
沙
弥
（
灌
頂
）
に
、「
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
人
に
師
事
し
て
い
る
の
で
す
か
」
と
質
問
し
た
。
灌
頂
は
﹇
吉
蔵
の
問

に
﹈
答
え
て
、「
内
供
奉
大
徳
天
台
大
師
（
智
顗
）﹇
に
師
事
し
て
い
る
﹈。
前
者
（
吉
蔵
）
は
﹇
智
顗
の
教
え
﹈
を
聴
法
し
に
来
た

が
、
座
主
（
智
顗
）﹇
の
教
え
を
﹈
承
諾
し
な
か
っ
た
」﹇
と
答
え
た
﹈。
法
師
（
吉
蔵
）
は
こ
れ
を
聞
い
て
、
ま
す
ま
す
心
か
ら
自

ら
を
責
め
た
。﹇
吉
蔵
は
﹈「
我
ら
は
愚
痴
で
あ
り
聖
人
（
智
顗
）
を
知
ら
な
か
っ
た
。﹇
聖
人
の
﹈
弟
子
で
あ
る
沙
弥
（
灌
頂
）
の

智
慧
も
知
ら
な
か
っ
た
。
ど
う
し
て
﹇
自
分
の
﹈
本
師
で
あ
る
の
に
そ
の
と
き
の
講
義
を
停
止
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
」﹇
と
嘆
い
た
﹈。

﹇
吉
蔵
は
﹈
灌
頂
と
と
も
に
天
台
﹇
山
﹈
へ
と
奔
往
し
て
、
遙
か
遠
く
に
大
師
（
智
顗
）
を
見
て
膝
行
肘
步
し
、
涕
泗
流
泣
し
た
。

涙
は
雨
の
よ
う
に
流
れ
落
ち
た
。
そ
の
大
師
（
智
顗
）
は
毎
日
二
回
に
わ
た
っ
て
昇
座
し
て
人
々
の
た
め
に
説
法
し
た
。
吉
蔵
は
身

を
屈
め
て
腰
を
生
身
の
椅
子
と
し
て
、
大
師
（
智
顗
）
に
背
中
を
踏
ま
せ
て
上
座
さ
せ
た
。

　

傍
線
部
を
見
る
と
、
法
進
は
、
智
顗
よ
り
も
吉
蔵
を
過
剰
に
低
く
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
は
、
天
台
教
学

の
権
威
を
示
す
意
図
が
あ
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。

⑶
天
台
経
疏
の
勧
奨

そ
の
大
師
（
智
顗
）﹇
が
著
し
た
﹈『
法
華
玄
義
』・『
法
華
文
句
』
二
十
巻
、『
摩
訶
止
観
』
十
巻
、『
大
品
四
教
義
』
十
二
巻
、『
次

（17） 
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第
禅
門
』
十
巻
、
六
巻
本
末
、
四
巻
は
ま
だ
﹇
本
朝
に
﹈
将
来
さ
れ
て
い
な
い
。﹇
そ
れ
ら
に
加
え
て
﹈『
法
華
三
昧
懴
儀
』
一
巻
、

『
天
台
小
止
観
』
一
巻
、『
六
妙
門
』
一
巻
は
法
進
の
近
辺
に
原
本
が
あ
る
。﹇
こ
れ
ら
を
﹈
学
び
た
い
と
願
う
者
は
、﹇
法
進
の
と
こ

ろ
へ
﹈
来
て
本
を
書
写
し
て
こ
れ
を
流
通
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

傍
線
部
を
見
る
と
、
法
進
が
自
身
の
所
有
し
て
い
る
天
台
経
疏
を
書
写
す
る
よ
う
に
勧
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
に
確
認
し
た
三
つ
の
点
か
ら
、
法
進
撰
『
威
儀
経
疏
』
に
天
台
布
教
の
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の

よ
う
な
法
進
に
よ
る
一
連
の
活
動
に
つ
い
て
、
冨
樫
進
﹇
二
〇
〇
二
﹈
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

…
…
平
安
時
代
最
初
期
に
突
如
と
し
て
起
こ
っ
た
天
台
教
学
の
隆
盛
に
は
、
日
本
天
台
宗
の
祖
た
る
最
澄
の
学
識
と
そ
の
精
力
的
な

活
動
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
道
璿
や
法
進
、
と
り
わ
け
『
威
儀
経
疏
』
に
お
け
る
天
台
止
観
業
の
紹
介
が
、
若
年
期
の
最
澄
を
含
め

た
当
時
の
沙
弥
達
に
天
台
教
学
に
対
す
る
知
識
や
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
天
台
教
学
受
容
の
下
地
を
準
備

し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

冨
樫
氏
の
見
解
に
従
う
と
、
最
澄
以
前
の
「
天
台
教
学
受
容
の
下
地
を
準
備
」
す
る
段
階
に
お
い
て
、
法
進
は
重
要
な
位
置
を
担
っ
て

い
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
最
澄
が
法
進
を
「
白
塔
僧
統
（
法
進
）
は
後
に
日
本
に
遊
行
し
、
ま
た
﹇
天
台
の
﹈
円
義
を
伝
え

た
」（『
伝
全
』
五
、三
八
）
と
評
価
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。 （19） 

（20） 
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第
三
節　

思
託
に
よ
る
慧
思
後
身
説
の
提
唱

　

思
託
﹇
生
没
年
不
詳
﹈
は
、「
天
台
沙
門
思
託
」（『
伝
律
圖
源
解
集
』『
日
仏
全
』
一
〇
五
、八
八
、
ま
た
は
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘

文
』『
日
仏
全
』
一
一
二
、一
四
一
）
と
自
称
し
て
い
る
よ
う
に
、
他
の
鑑
真
門
下
と
同
様
、
天
台
信
仰
を
有
し
て
い
た
存
在
で
あ
る
と
言

え
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
思
託
が
慧
思
後
身
説
を
提
唱
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
大
安
寺
文
化
圏
」
内
に
天
台
教
学
を
受
用
す
る
基
盤

を
作
っ
た
点
で
あ
る
。
ま
ず
は
思
託
の
慧
思
後
身
説
を
確
認
し
、
次
に
最
澄
に
よ
る
慧
思
後
身
説
の
依
用
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　

慧
思
後
身
説
と
は
、
天
台
智
顗
の
師
で
あ
る
慧
思
﹇
五
一
五
―
五
七
七
﹈
が
、
日
本
の
聖
徳
太
子
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
す
る
伝
承
を

指
す
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
淡
海
三
船
﹇
？
―
七
八
五
﹈
が
撰
述
し
た
『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
の
記
述
を
確
認
し
た
い
。

「
日
本
国
に
は
昔
聖
徳
太
子
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。﹇
聖
徳
太
子
は
、﹈「
二
百
年
後
に
聖
教
は
日
本
に
興
隆
す
る
」
と
言
い
ま
し

た
。
今
が
こ
の
時
で
す
。
大
和
上
（
鑑
真
）
様
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
東
遊
し
て
﹇
仏
法
を
﹈
興
化
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
」。﹇
こ

の
願
い
に
﹈
大
和
上
（
鑑
真
）
は
答
え
て
「
昔
南
嶽
慧
思
禅
師
は
遷
化
し
た
後
に
倭
国
（
日
本
）
の
王
子
に
託
生
し
て
仏
法
を
興
隆

し
、
衆
生
を
済
度
し
た
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
日
本
国
の
長
屋
王
（
聖
徳
太
子
）
は
仏
法
を
崇
敬
し
て
い
る
と
も
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
」﹇
と
言
っ
た
﹈。

　

傍
線
部
の
よ
う
に
、
聖
徳
太
子
は
慧
思
の
生
ま
れ
代
わ
り
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

次
に
、
最
澄
に
よ
る
慧
思
後
身
説
の
依
用
を
考
察
し
た
い
。
最
澄
が
慧
思
後
身
説
を
用
い
る
場
面
は
多
々
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
う

（23） 
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ち
二
例
を
挙
げ
る
。

① 
法
華
宗
沙
門
最
澄
は
つ
つ
し
み
敬
っ
て
讃
め
た
て
ま
つ
り
、
少
し
だ
け
叙
べ
る
。
大
師
（
慧
思
）
は
大
唐
に
お
い
て
七
生
を
送
り
、

日
本
に
一
生
を
現
じ
た
。﹇
悟
り
へ
の
﹈
位
は
初
依
に
登
っ
て
、
妙
解
は
円
融
で
あ
り
、
衆
徳
は
塵
の
数
﹇
の
よ
う
に
多
く
あ
っ

た
﹈。

② 

上
宮
太
子
（
聖
徳
太
子
）
と
は
、
千
年
﹇
の
間
に
一
人
の
割
合
で
出
現
す
る
﹈
一
聖
で
あ
る
。
西
隣
（
中
国
）
に
七
回
生
ま
れ
変

わ
り
、
一
影
を
東
海
（
日
本
）
に
垂
れ
た
。

　

こ
の
二
例
を
見
る
と
、
最
澄
が
慧
思
後
身
説
を
依
用
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
た
、
最
澄
は
徳
一
﹇
生
没
年
不
詳
﹈
と
の

論
争
に
お
い
て
も
慧
思
後
身
説
を
援
用
し
て
い
る
。
最
澄
撰
『
守
護
章
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

汝
（
徳
一
）﹇
は
、
法
相
学
派
に
お
け
る
種
姓
説
で
あ
る
五
姓
各
別
説
の
う
ち
﹈
不
定
種
姓
﹇
の
み
﹈
を
、
汝
（
徳
一
）
は
、『
法
華

経
』﹇
に
説
か
れ
る
成
仏
説
の
﹈
正
意
と
し
て
い
る
。﹇
し
た
が
っ
て
、
不
定
種
姓
以
外
の
成
仏
を
徳
一
は
認
め
な
い
と
い
う
過
失
が

あ
る
﹈（
中
略
）『
法
華
経
』
の
中
で
、
菩
薩
﹇
が
仏
に
な
る
と
い
う
こ
と
﹈
の
領
解
が
無
い
﹇
と
い
う
徳
一
の
主
張
は
、﹈
文
字
に

愚
鈍
な
師
（
徳
一
）
の
み
で
あ
る
。﹇『
法
華
経
』
に
説
か
れ
る
﹈「
非
本
所
望
」（『
法
華
経
』「
譬
喩
品
」
に
出
る
）
と
い
う
語
は
、

す
で
に
聖
徳
太
子
﹇
の
『
法
華
経
』
の
注
釈
書
に
、
菩
薩
も
含
む
も
の
と
し
て
明
記
が
﹈
あ
る
。﹇
そ
の
聖
徳
太
子
の
説
に
、﹈
天
台

（25） 
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智
顗
大
師
は
則
し
て
お
り
、
霊
鷲
山
﹇
に
お
い
て
聖
徳
太
子
の
前
世
の
南
嶽
慧
思
と
﹈
契
り
を
結
び
、
金
輪
心
（
九
山
八
海
を
支
え

る
よ
う
な
堅
固
な
精
神
の
意
）
を
﹇
南
嶽
慧
思
は
﹈
説
い
た
。
奧
州
（
徳
一
）
の
﹇
著
作
で
あ
る
﹈『
中
辺
義
鏡
』
は
、
上
宮
（
聖

徳
太
子
）
の
使
い
﹇
で
あ
る
智
顗
﹈
や
、
釈
尊
の
教
え
に
乖
い
て
い
る
。

　

傍
線
部
を
見
る
と
、
最
澄
は
徳
一
に
対
し
て
慧
思
後
身
説
を
用
い
な
が
ら
批
判
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
最
澄
は
『
顕

戒
論
』
に
お
い
て
も
慧
思
後
身
説
を
使
用
し
て
い
る
。

﹇
南
都
の
学
匠
は
﹈
明
ら
か
に
知
る
べ
き
で
あ
る
。
い
ま
だ
深
い
禅
定
を
修
練
せ
ず
、﹇『
法
華
経
』
に
説
か
れ
る
﹈
実
相
の
禅
定
を

泯
滅
し
て
い
る
こ
と
を
。
南
嶽
大
師
（
慧
思
）
は
、
中
国
で
禅
定
を
得
た
。﹇
そ
の
後
﹈
我
が
国
（
日
本
）
を
哀
愍
し
て
王
家
に
託

生
し
、
仏
法
を
建
立
し
て
有
情
を
利
益
し
た
。
も
し
南
嶽
大
師
（
慧
思
）
を
許
さ
な
い
な
ら
ば
、
深
く
僧
伝
に
背
く
こ
と
に
な
る
。

　

傍
線
部
で
は
、
南
都
の
諸
師
を
批
判
す
る
た
め
に
最
澄
が
慧
思
後
身
説
を
用
い
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
思
託
に
よ
っ

て
提
唱
さ
れ
た
慧
思
後
身
説
を
最
澄
が
重
要
視
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
こ
の
点
や
後
に
確
認
す
る
寿
霊
撰
『
指
示
』
の
記
述
を
踏
ま

え
る
と
、
思
託
に
よ
る
天
台
布
教
は
あ
る
程
度
の
効
果
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

第
四
節　

道
忠
の
天
台
思
想

　

鑑
真
門
下
の
道
忠
﹇
生
没
年
不
詳
﹈
は
、
弟
子
の
中
で
も
「
持
戒
第
一
」
と
称
さ
れ
る
高
弟
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
、
天
台
教
学
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を
基
盤
と
し
た
い
わ
ゆ
る
道
忠
教
団
を
形
成
し
て
お
り
、
最
澄
と
も
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
た
。

　

ま
ず
は
道
忠
の
思
想
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
田
村
晃
祐
﹇
一
九
八
六
﹈（
四
八
四
）
は
「
天
台
宗
の
思
想
を
持
っ
て
い
た
鑑
真
の
弟

子
と
し
て
、
道
忠
は
天
台
に
つ
い
て
も
或
る
程
度
の
理
解
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
れ
を

検
証
す
る
た
め
に
、こ
こ
で
は
仮
称
『
天
台
法
華
義
』（
撰
者
不
明
）
と
い
う
天
台
教
学
の
概
説
書
を
取
り
上
げ
た
い
。
こ
の
『
天
台
法
華

義
』
は
東
国
の
道
忠
教
団
が
有
し
て
い
た
書
物
で
あ
り
、
道
忠
の
思
想
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
見
ら
れ
る
。
主
な
特
徴
を
ま

と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
『
天
台
法
華
義
』
に
用
い
ら
れ
て
い
る
天
台
経
疏
は
、
鑑
真
が
将
来
し
た
天
台
経
疏
を
参
照
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

②
『
天
台
法
華
義
』
で
は
、
最
澄
が
将
来
し
た
天
台
典
籍
を
用
い
た
箇
所
が
少
な
い
。

③ 

『
天
台
法
華
義
』
が
「
一
乗
」
の
意
義
を
解
釈
す
る
箇
所
で
は
、
法
蔵
撰
『
五
教
章
』
や
法
宝
﹇
生
没
年
不
詳
﹈
撰
『
一
乗
仏
性

究
竟
論
』
を
援
用
し
て
い
る
。

　

①
②
に
関
し
て
は
、
最
澄
が
入
唐
す
る
以
前
の
天
台
思
想
と
見
ら
れ
る
。
③
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
東
大
寺
近
辺
で
広
ま
っ
て
い
た
天

台
教
学
と
そ
の
他
の
教
学
を
融
合
さ
せ
る
思
想
と
の
関
連
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
①
〜
③
の
特
徴
は
、
鑑
真
門
下
で
あ
り
南
都
で
修
学

し
て
い
た
可
能
性
の
あ
る
道
忠
の
思
想
と
符
合
す
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、「
道
忠
は
天
台
に
つ
い
て
も
或
る
程
度
の
理

解
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
す
る
田
村
氏
の
見
解
は
妥
当
と
言
え
る
。

　

次
に
、
先
行
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
道
忠
と
最
澄
の
関
係
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。
両
者
の
出
会
い
は
、
最
澄
発
願
の
一
切
経
書
写
事
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業
に
遡
る
。
最
澄
は
延
暦
一
六
年
（
七
九
七
）
に
「
我
、
一
切
経
論
章
疏
記
を
写
さ
ん
と
思
え
り
」（『
伝
全
』
五
付
録
、
六
）
と
述
べ
、

南
都
の
諸
寺
に
『
願
文
』（
現
在
は
散
佚
）
を
送
り
、
一
切
経
書
写
の
助
力
を
請
う
た
と
い
う
。
そ
の
最
澄
の
願
い
に
応
え
た
一
人
が
道

忠
で
あ
っ
た
と
『
叡
山
大
師
伝
』
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
東
国
の
教
化
の
主
で
あ
る
道
忠
禅
師
は
、
大
唐
の
鑑
真
和
上
の
持
戒
第
一
の
弟
子
で
あ
る
。﹇
道
忠
は
仏
法
を
﹈
伝
え
﹇
衆
生

を
﹈
利
し
、
常
に
自
ら
﹇
修
行
に
﹈
専
念
し
た
。
知
識
（
最
澄
）
の
は
る
か
な
志
で
あ
る
、
大
小
の
経
律
論
二
千
余
巻
を
書
写
す
る

こ
と
を
助
け
て
、
や
っ
と
﹇
大
小
の
経
律
論
二
千
巻
﹈
の
部
帙
を
満
た
し
た
。﹇
そ
し
て
﹈
数
多
く
の
僧
侶
に
斎
を
設
け
て
同
日
に

供
養
し
た
。
今
比
叡
山
の
蔵
に
安
置
し
て
あ
る
﹇
経
典
﹈
は
、﹇
道
忠
禅
師
の
協
力
に
よ
っ
て
成
立
し
た
﹈
経
典
で
あ
る
。

　

傍
線
部
に
よ
る
と
、
道
忠
達
は
一
切
経
の
約
四
割
に
あ
た
る
「
二
千
余
巻
」
を
書
写
す
る
手
助
け
を
し
た
と
い
う
。
従
来
、
最
澄
の
一

切
経
書
写
の
願
い
が
道
忠
に
伝
わ
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
「
こ
の
年
最
澄
の
願
望
が
ど
う
し
て
東
国
に
居
る
道
忠
に
聞
こ
え
た
か
分
か
ら

な
い
。
恐
ら
く
は
、
道
忠
は
鑑
真
の
弟
子
と
し
て
奈
良
と
の
間
に
関
係
を
保
っ
て
居
、
そ
の
為
に
、
最
澄
自
身
か
ら
、
或
い
は
聞
寂
又
は

他
の
僧
を
通
じ
て
願
文
が
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
最
澄
の
弟
子
で
あ
る
光
定
撰
『
伝
述
一
心
戒

文
』
を
見
る
と
、
最
澄
が
一
切
経
書
写
を
思
い
立
っ
た
時
期
に
道
忠
は
都
に
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

武
蔵
国
の
道
忠
法
師
は
、
菩
薩
戒
を
天
台
宗
に
寄
せ
た
。
最
も
は
じ
め
の
時
期
に
は
、﹇
平
安
京
の
﹈
城
邑
の
中
で
高
座
に
在
っ
て

﹇
天
台
宗
の
﹈
宗
義
を
演
説
し
た
。﹇
そ
の
後
﹈
叡
嶺
（
比
叡
山
）
に
登
り
、
先
師
（
最
澄
）
と
共
に
一
切
経
を
書
写
し
て
、﹇
比
叡
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山
の
﹈
経
蔵
に
収
め
た
。

　

傍
線
部
に
は
、
道
忠
が
都
で
「
宗
義
」（
天
台
教
学
）
を
説
い
て
お
り
、
そ
の
後
「
先
之
師
（
最
澄
）」
と
共
に
一
切
経
を
書
写
し
た
と

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
道
忠
は
都
に
住
し
て
い
た
た
め
に
最
澄
の
一
切
経
書
写
の
願
い
を
知
り
、
同
じ
天
台
を
信
仰
す
る
者
と
し
て
助
力

す
る
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
鑑
真
が
天
台
布
教
を
行
っ
た
形
跡
は
現
時
点
で
看
取
で
き
な
い
も
の
の
、
そ
の
門
下
は
積
極
的
に
天
台

布
教
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
鑑
真
と
そ
の
門
下
に
よ
る
一
連
の
活
動
に
よ
っ
て
、
南
都
に
お
け
る
天
台
教
勢
は
徐
々
に

強
ま
っ
て
い
た
と
筆
者
は
推
定
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ら
の
天
台
教
勢
を
被
っ
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
寿
霊
撰
『
指
示
』
と
景
戒
撰

『
霊
異
記
』
に
着
目
し
、
最
澄
の
入
山
前
後
と
同
時
期
に
お
け
る
天
台
教
勢
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

第
三
章　

寿
霊
撰
『
指
示
』
に
見
え
る
天
台
教
勢

　

寿
霊
は
東
大
寺
の
僧
で
あ
り
、
慈
訓
﹇
六
九
一
―
七
七
七
﹈
の
門
下
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
寿

霊
が
著
し
た
『
指
示
』
と
は
、「
賢
首
（
法
蔵
）
の
華
厳
五
教
章
三
巻
を
随
文
解
釈
し
た
も
の
で
、
単
に
我
が
国
に
於
け
る
最
古
の
五
教

章
註
釈
た
る
の
み
な
ら
ず
、
支
那
・
朝
鮮
半
島
並
に
我
が
国
を
通
じ
て
の
華
厳
教
学
史
上
、
最
古
の
注
釈
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
寿
霊
撰

『
指
示
』
の
撰
述
年
代
は
確
定
し
て
い
な
い
が
、
近
年
の
研
究
で
は
「『
指
示
』
は
八
〇
〇
年
前
後
に
は
著
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
て
い
る
。
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さ
て
、
寿
霊
撰
『
指
示
』
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
た
び
た
び
天
台
教
学
と
の
交
渉
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
寿
霊
と
最
澄
と
の
関
係

は
不
明
だ
が
、
最
澄
と
同
時
期
の
南
都
に
お
け
る
天
台
教
勢
の
影
響
を
考
察
す
る
上
で
寿
霊
撰
『
指
示
』
は
貴
重
な
資
料
と
な
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
の
要
点
は
次
の
三
点
で
あ
る
。

① 

寿
霊
撰
『
指
示
』
は
、
法
蔵
撰
『
五
教
章
』
の
注
釈
書
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、『
法
華
経
』
を
『
華
厳
経
』
と
同
等
に
扱
っ
て

い
る
。

②
寿
霊
撰
『
指
示
』
で
は
、
智
顗
説
『
法
華
文
句
』
等
の
天
台
経
疏
を
用
い
て
い
る
。

③
寿
霊
撰
『
指
示
』
で
は
、
思
託
が
提
唱
し
た
と
見
ら
れ
る
慧
思
後
身
説
を
受
容
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
①
の
例
を
二
つ
挙
げ
る
。

Ａ
：
問
う
。
も
し
こ
の
文
に
依
る
な
ら
ば
、『
法
華
経
』
の
中
に
は
ま
た
別
教
の
義
を
説
く
こ
と
に
な
る
。﹇
一
方
、﹈
華
厳
経
も
同

教
の
義
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
『
法
華
経
』
を
名
づ
け
て
同
教
は
一
つ
で
あ
る
と
い
い
、
華
厳
経
を
目
づ
け
て
別
教
は
一
つ
と

い
う
の
か
。
答
え
る
。
義
理
の
多
分
の
観
点
か
ら
同
教
・
別
教
と
目
づ
け
る
の
で
あ
る
。『
法
華
経
』
の
中
に
は
同
教
の
義
理
を
多

く
説
き
、
少
し
の
別
教
の
義
理
を
説
く
。
そ
の
た
め
﹇『
法
華
経
』
を
﹈
同
教
と
目
づ
け
る
。
ま
た
三
乗
一
乗
は
和
合
す
る
こ
と
を

説
く
た
め
に
。『
華
厳
経
』
に
は
別
教
の
義
理
が
多
く
、
同
教
の
義
理
は
少
な
い
。
そ
の
た
め
﹇『
華
厳
経
』
を
﹈
別
教
と
名
づ
け
る

の
で
あ
る
。
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Ｂ
：﹇
ま
た
﹈
言
う
。
も
し
衆
生
が
信
受
し
な
い
な
ら
ば
、
ま
さ
に
こ
の
人
は
知
る
べ
き
で
あ
る
。『
華
厳
経
』「
性
起
品
」
は
、「
仏

子
・
菩
薩
摩
訶
薩
は
、
無
量
億
那
由
多
劫
﹇
の
間
﹈
六
波
羅
蜜
を
行
じ
て
、
道
品
善
根
を
修
習
し
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
こ
の
経

（『
法
華
経
』）
を
聞
い
た
こ
と
が
な
く
、﹇『
法
華
経
』
を
﹈
聞
い
た
と
し
て
も
信
じ
ず
に
受
持
・
随
順
せ
ず
、
こ
れ
ら
は
な
お
仮
名

の
菩
薩
で
あ
る
」
と
云
っ
て
い
る
。﹇
こ
の
『
華
厳
經
』「
性
起
本
」
の
記
述
を
﹈
案
じ
て
云
う
と
、『
法
華
経
』
を
信
じ
な
い
人
は
、

『
華
厳
経
』
を
信
じ
な
い
﹇
の
と
同
じ
で
あ
る
﹈
た
め
に
、
反
対
に
明
ら
か
に
知
る
べ
き
で
あ
る
。『
法
華
経
』
を
信
じ
る
人
は
、
す

な
わ
ち
『
華
厳
経
』
を
信
じ
る
﹇
人
﹈
で
あ
る
こ
と
を
。

　

Ａ
は
、〝
三
乗
と
は
絶
対
的
な
区
別
が
あ
る
「
別
教
」
と
、
三
乗
が
一
乗
に
お
さ
ま
る
包
括
性
を
示
す
「
同
教
」
を
、『
法
華
経
』
と

『
華
厳
経
』
の
両
経
が
有
し
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
『
法
華
経
』
は
「
同
教
」、『
華
厳
経
』
は
「
別
教
」
と
区
別
す
る
の
か
〞
と

い
う
問
い
で
あ
る
。
そ
の
答
え
と
し
て
寿
霊
撰
『
指
示
』
で
は
、〝『
法
華
経
』
は
「
同
教
」
を
多
く
説
き
、『
華
厳
経
』
は
「
別
教
」
を

多
く
説
く
た
め
、
両
経
に
は
同
・
別
の
区
別
が
な
さ
れ
る
〞
と
主
張
す
る
。
ま
た
、
B
で
は
〝『
法
華
経
』
を
謗
る
人
は
『
華
厳
経
』
を

謗
る
の
と
同
じ
で
あ
っ
て
、『
法
華
経
』
を
信
奉
す
る
人
は
『
華
厳
経
』
を
信
奉
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
〞
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
点
か
ら
、
寿
霊
撰
『
指
示
』
で
は
『
華
厳
経
』
と
『
法
華
経
』
を
同
様
に
尊
重
し
て
い
る
と
理
解
で
き
よ
う
。
こ
の
思
想
は
中
国
華
厳

学
派
の
諸
師
に
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
南
都
の
天
台
教
勢
が
関
係
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　

次
の
②
は
、
法
蔵
撰
『
五
教
章
』「
建
立
乗
」
の
註
釈
箇
所
に
垣
間
見
え
る
。
以
下
で
は
、
寿
霊
撰
『
指
示
』
撰
と
智
顗
説
『
法
華
文

句
』
の
該
当
箇
所
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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『
指
示
』「
灌
頂
記
云
。
索
是
求
請
之
別
名
。
在
意
名
求
索
。
在

口
名
請
索
。
在
身
名
乞
索
。
如
朦
者
求
知
。
如
飢
者
請
食
。
如

迷
者
問
道
。
凡
居
不
達
之
地
。
何
有
不
索
之
理
。
由
索
故
許
与
。

許
与
故
歓
喜
」（『
大
正
』
七
二
、二
〇
七
中
）。

『
指
示
』「
言
非
本
所
望
者
。
灌
頂
記
云
。
本
求
羊
鹿
大
牛
。
期

出
分
段
。
今
得
白
牛
。
遣
出
変
易
。
過
本
所
望
。
豈
不
歓
喜
」『
大

正
』
七
二
、二
一
〇
中
）。

『
指
示
』「
灌
頂
云
。
譬
無
漏
般
若
。
能
導
諸
度
一
切
万
行
。
到

薩
般
若
。
白
是
色
本
。
与
本
浄
無
漏
相
応
。
体
具
万
徳
。
如
屆

宛
煩
悩
不
染
。
如
色
潔
」（『
大
正
』
七
二
、二
一
〇
下
）。

『
法
華
文
句
』「
索
是
求
請
之
別
名
。
在
意
名
求
索
。
在
口
名
請

索
。在
身
名
乞
索
。如
矇
者
求
知
。如
飢
者
請
食
。如
迷
者
問
道
。

凡
居
不
達
之
地
。
何
有
不
索
之
理
。
由
索
故
許
与
。
許
与
故
歓

喜
」（『
大
正
』
三
四
、七
〇
中
）。

『
法
華
文
句
』「
本
求
羊
鹿
水
牛
。
期
出
分
段
。
今
得
白
牛
。
尽

於
変
易
。
過
本
所
望
。
豈
不
歓
喜
」（『
大
正
』
三
四
、七
二
下
）。

『
法
華
文
句
』「
譬
無
漏
般
若
。
能
導
諦
縁
度
一
切
万
行
。
到
薩

婆
若
。白
是
色
本
。即
与
本
浄
無
漏
相
応
。体
具
万
徳
。如
膚
充
。

煩
悩
不
染
。
如
色
潔
」（『
大
正
』
三
四
、七
二
中
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
寿
霊
撰
『
指
示
』
に
お
け
る
智
顗
説
『
法
華
文
句
』
の
引
用
は
原
文
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
た
め
、
寿
霊
が
自
宗
の
教
義
に

寄
せ
て
文
章
を
改
変
す
る
意
図
は
無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
寿
霊
の
天
台
教
学
に
対
す
る
「
好
意
的
態
度
」
は
法
蔵
撰
『
五
教

章
』「
第
三
叙
今
古
立
教
」
の
註
釈
に
も
見
て
取
れ
る
。
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智
顗
の
意
義
を
見
る
と
、
四
教
判
の
文
義
は
相
濫
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
窮
ま
り
定
ま
っ
た
義
理
は
良
に
濫
失
が
な
い
。
細
か

く
そ
の
義
理
を
見
れ
ば
、
授
釈
す
る
﹇
に
足
る
﹈
も
の
で
あ
る
。
繁
雑
に
な
る
の
を
恐
れ
て
﹇
こ
こ
で
は
そ
の
根
拠
を
﹈
集
め
る
こ

と
は
し
な
い
。

　

傍
線
部
を
見
る
と
、
寿
霊
は
智
顗
の
教
判
を
「
窮
定
の
義
理
は
ま
こ
と
に
濫
失
な
し
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の

よ
う
な
寿
霊
に
よ
る
「
好
意
的
態
度
」
の
背
景
に
は
先
に
挙
げ
た
③
が
影
響
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
③
が
確
認
で
き
る
の
は
以
下
の
箇

所
で
あ
る
。

ま
た
「
慧
思
禅
師
に
い
た
っ
て
は
広
く
僧
伝
﹇
に
説
か
れ
る
﹈
よ
う
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
（
中
略
）『
大
唐
国
衡
州
衡
山
道
場
釈

思
禅
師
七
代
記
』
に
は
、「
応
化
の
語
は
妄
語
で
は
な
い
。
往
生
の
身
も
誤
謬
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
﹇
慧
思
は
﹈
倭
国
の
王
家
に

生
ま
れ
て
百
姓
を
哀
矜
し
、
三
宝
を
梁
棟
と
し
た
」
と
云
っ
て
い
る
。

　

傍
線
部
を
見
る
と
、
法
蔵
撰
『
五
教
章
』
に
あ
る
慧
思
に
関
す
る
記
述
の
注
釈
と
し
て
慧
思
後
身
説
を
寿
霊
は
引
用
し
て
お
り
、
こ
の

点
は
寿
霊
と
天
台
教
勢
と
の
関
連
を
探
る
上
で
も
注
目
さ
れ
よ
う
。
石
井
公
成
﹇
一
九
八
七
﹈
は
、
寿
霊
撰
『
指
示
』（『
大
正
』

七
二
、二
〇
六
下
、
二
〇
七
上
―
中
、
二
一
〇
中
）
を
取
り
上
げ
「
い
ず
れ
も
『
法
華
文
句
』
と
太
子
の
疏
を
並
記
し
、
し
か
も
何
の
評

言
も
加
え
ず
に
指
南
の
説
と
し
て
い
る
の
は
、
太
子
と
天
台
教
学
の
結
び
つ
き
を
確
信
し
て
い
た
証
拠
と
言
え
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

寿
霊
が
慧
思
後
身
説
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
石
井
氏
の
見
解
は
妥
当
と
言
え
よ
う
。
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以
上
、
寿
霊
撰
『
指
示
』
に
見
え
る
天
台
教
勢
を
確
認
し
た
。
寿
霊
は
ほ
ぼ
無
批
判
に
天
台
教
学
を
受
容
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
延
暦

十
九
年
（
八
〇
〇
）
頃
に
は
天
台
教
学
を
受
容
す
る
基
盤
が
南
都
周
辺
に
整
い
つ
つ
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た
基
盤
を

通
じ
て
最
澄
は
天
台
教
学
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。

第
四
章　

景
戒
撰
『
霊
異
記
』
に
み
え
る
天
台
教
勢

　

景
戒
撰
『
霊
異
記
』
は
い
わ
ゆ
る
仏
教
説
話
集
で
あ
る
。
こ
の
書
に
は
鑑
真
門
下
に
よ
る
天
台
教
勢
の
影
響
が
確
認
で
き
る
と
と
も
に
、

天
台
教
学
に
よ
る
除
災
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
①
景
戒
撰
『
霊
異
記
』
と
鑑
真
門
下
の
布
教
、
②

景
戒
撰
『
霊
異
記
』
に
見
え
る
天
台
教
学
の
除
災
効
果
の
二
つ
に
注
目
し
た
い
。

①
景
戒
撰
『
霊
異
記
』
と
鑑
真
門
下
の
布
教

仏
が
涅
槃
し
て
か
ら
こ
の
か
た
、
延
暦
六
年
歳
次
丁
卯
ま
で
、
一
千
七
百
二
十
二
年
を
経
過
し
た
。
正
法
と
像
法
の
二
つ
の
時
期

を
過
ぎ
て
﹇
現
在
は
﹈
末
法
に
入
る
。
し
か
し
な
が
ら
日
本
に
仏
法
が
伝
わ
っ
て
適
合
す
る
ま
で
に
、
延
暦
六
年
に
い
た
っ
て

二
百
三
十
六
歳
を
経
過
し
て
い
る
﹇
こ
と
に
な
る
﹈。（
中
略
）
悪
因
を
殖
え
て
悪
果
を
怨
む
。
こ
れ
は
私
の
迷
い
の
心
で
あ
る
。
福

因
を
作
っ
て
菩
提
に
鑑
み
る
。
こ
れ
は
わ
た
し
の
懐
寤
で
あ
る
。
羊
僧
景
戒
が
学
ぶ
と
こ
ろ
は
、
い
ま
だ
に
天
台
智
者
（
智
顗
）
の

問
術
を
得
て
い
な
い
。
悟
る
と
こ
ろ
は
い
ま
だ
神
人
弁
者
の
答
術
を
得
て
い
な
い
。
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太
字
部
分
を
見
る
と
、
延
暦
六
年
（
七
八
七
）
に
は
景
戒
が
「
天
台
智
者
（
智
顗
）」
を
認
知
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
の

最
澄
は
比
叡
山
に
入
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
た
め
、
景
戒
に
影
響
を
与
え
た
と
は
考
え
に
く
い
。
可
能
性
と
し
て
は
、
最
澄
以
外
の
人
物

が
天
台
教
学
へ
の
関
心
を
警
戒
に
抱
か
せ
た
と
見
る
の
が
穏
当
だ
ろ
う
。
以
下
で
は
、
そ
の
人
物
が
布
教
に
用
い
た
と
見
ら
れ
る
元
暁

﹇
六
一
七
―
六
八
六
﹈
撰
『
涅
槃
宗
要
』
の
記
述
に
着
目
し
た
い
。
こ
の
元
暁
撰
『
涅
槃
宗
要
』
は
神
護
景
雲
期
﹇
七
六
七
―
七
七
〇
﹈

に
本
朝
へ
と
伝
来
し
て
お
り
、
天
台
布
教
を
尊
重
し
て
い
る
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
①
に
挙
げ
た
景
戒
撰
『
霊
異
記
』

に
見
ら
れ
る
「
問
術
・
答
術
」（
波
線
部
）
の
典
拠
が
元
暁
撰
『
涅
槃
宗
要
』
と
考
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
記
述
を
確
認
し
た
い
。

ま
た
い
つ
も
の
よ
う
に
天
台
智
者
（
智
顗
）
が
神
人
に
問
い
を
立
て
て
言
っ
た
。「﹇
中
国
の
﹈
北
に
四
宗
が
確
立
し
て
い
る
が
経

の
意
義
を
会
通
で
き
て
い
る
か
、
い
な
い
か
」。
神
人
は
﹇
こ
の
問
い
に
﹈
北
の
四
宗
は
過
失
が
多
く
会
得
は
少
な
い
」
と
答
え
た
。

ま
た
﹇
智
顗
は
神
人
に
﹈
問
う
た
。「
成
実
宗
の
論
師
は
五
教
を
立
て
て
仏
意
に
称
っ
て
い
る
か
、
い
な
い
か
」。
神
人
は
答
え
た
。

「
少
し
だ
け
四
宗
の
う
ち
で
優
れ
て
い
る
も
の
の
、
や
は
り
過
失
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
天
台
智
者
（
智
顗
）
の
禅
恵
は
と
も

に
通
じ
学
は
世
に
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
。﹇
そ
の
さ
と
り
は
﹈
凡
夫
や
聖
人
で
は
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
こ
に
仏
意
が
深
遠
で

あ
り
無
限
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
四
宗
を
も
っ
て
経
旨
に
科
（
あ
）
て
、
ま
た
五
時
を
も
っ
て
仏
の
意
図
を
限
定
し
た
。
こ
れ
は
ま

る
で
螺
を
も
っ
て
海
を
酌
み
管
を
し
て
天
を
闚
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
と
。
教
迹
の
浅
深
を
省
略
し
つ
つ
判
別
す
る
と
こ
の
よ
う

に
な
る
。

　

元
暁
撰
『
涅
槃
宗
要
』
で
は
、「
北
立
四
宗
会
経
」
や
「
成
実
論
師
立
五
教
」
な
ど
の
教
判
に
関
す
る
是
非
を
智
顗
が
神
人
に
問
う
て
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い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
智
顗
の
問
を
受
け
た
神
人
は
、
い
ず
れ
の
教
判
も
「
失
多
得
少
」「
過
多
失
」
と
斥
け
、
智
顗
の
解
釈
を

褒
め
讃
え
て
い
る
（
波
線
部
）。
こ
れ
ら
の
記
述
は
智
顗
を
か
な
り
贔
屓
し
た
内
容
で
あ
り
、
鑑
真
門
下
の
特
徴
と
符
合
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
人
物
が
元
暁
撰
『
涅
槃
宗
要
』
を
天
台
布
教
に
用
い
た
結
果
、
景
戒
に
天
台
教
学
の
関
心
を
抱
か
せ
た
と
見
て
よ

い
だ
ろ
う
。

②
景
戒
撰
『
霊
異
記
』
に
見
え
る
天
台
教
学
の
除
災
効
果

　

ま
た
十
八
年
己
卯
十
一
十
二
箇
月
頃
、
景
戒
の
家
で
狐
が
鳴
い
た
。
ま
た
時
々

も
鳴
い
た
。
次
に
来
た
る
十
九
年
庚
辰
正
月
十
二

日
、
景
戒
の
馬
が
死
ん
だ
。
ま
た
同
月
二
十
五
日
、﹇
ま
た
﹈
馬
が
死
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
ま
さ
に
知
る
べ
き
で
あ
る
。
災
い

の
相
は
先
に
前
も
っ
て
表
れ
、
後
に
そ
の
実
の
災
い
が
来
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
景
戒
は
軒
轅
黃
帝
の
陰
陽
術
を
推
考
し

て
い
な
い
。﹇
ま
た
、﹈
天
台
智
者
に
よ
る
甚
深
の
解
釈
を
得
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
災
い
を
免
れ
る
由
を
知
ら
ず
に
、
そ
の
災
い
を
受

け
、
除
災
の
術
を
推
考
せ
ず
、
滅
愁
を
蒙
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

傍
線
部
を
み
る
と
、
延
暦
十
九
年
（
八
〇
〇
）
頃
に
は
天
台
教
学
の
除
災
効
果
が
広
ま
り
つ
つ
あ
り
、
景
戒
が
そ
れ
を
受
容
し
た
と
推

定
さ
れ
る
。
こ
の
除
災
効
果
に
関
し
て
は
、
最
澄
も
し
く
は
鑑
真
門
下
の
天
台
教
勢
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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小
結

　

こ
れ
ま
で
確
認
し
た
事
項
を
ま
と
め
つ
つ
、
最
澄
へ
の
影
響
を
整
理
し
た
い
。

① 

道
璿
撰
『
集
註
梵
網
経
』
に
お
け
る
天
台
教
説
は
、
こ
れ
を
被
閲
し
た
最
澄
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
可
能
性
は
否
定

で
き
な
い
も
の
の
、
最
澄
へ
の
影
響
に
関
し
て
は
鑑
真
門
下
の
布
教
活
動
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

② 

法
進
は
積
極
的
に
天
台
布
教
を
行
っ
て
お
り
、
天
台
経
疏
の
書
写
を
勧
奨
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
最
澄
は
評
価
し
て
い
る
た
め
、

な
ん
ら
か
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

③ 

思
託
は
慧
思
後
身
説
を
提
唱
し
、
天
台
教
勢
を
促
進
さ
せ
た
と
見
ら
れ
る
。
最
澄
は
そ
の
慧
思
後
身
説
を
受
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

諸
宗
に
対
す
る
優
位
性
を
強
調
し
た
。

④ 

道
忠
の
天
台
思
想
は
師
で
あ
る
鑑
真
と
同
義
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
自
身
と
同
じ
く
天
台
教
学
を
信
奉
す
る
最
澄
に
対
し

て
好
意
的
で
あ
り
、
そ
の
一
切
経
書
写
事
業
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
。

⑤ 

寿
霊
撰
『
指
示
』
に
は
、『
法
華
経
』
と
『
華
厳
経
』
の
両
経
を
共
に
尊
重
す
る
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
。
両
教
を
重
視
す
る
解
釈
は
寿

霊
以
前
に
は
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
東
大
寺
周
辺
に
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
天
台
教
勢
を
被
っ
た
結
果
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
寿

霊
が
『
指
示
』
を
執
筆
し
た
時
期
は
、
南
都
修
学
中
の
最
澄
と
共
通
し
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

⑥ 

景
戒
撰
『
霊
異
記
』
に
は
景
戒
の
天
台
信
仰
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
鑑
真
門
下
も
し
く
は
最
澄
に
よ
る
天
台
教
勢
を
被
っ
た
結
果

と
推
察
さ
れ
る
。
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以
上
の
点
か
ら
、
南
都
に
お
け
る
天
台
教
勢
は
最
澄
以
前
か
ら
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
と
見
て
大
過
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
こ
う
し
た

事
情
を
背
景
と
し
て
最
澄
は
天
台
修
学
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
今
後
は
南
都
周
辺
の
事
情
に
も
目
を
向
け
な
が
ら
、

最
澄
が
比
叡
山
に
入
る
前
後
の
動
向
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
。
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洪
嶽
﹇
一
九
七
七
﹈『
仏
書
解
説
大
辞
典
』（
巻
三
、
大
東
出
版
社
）

伊
吹
敦
﹇
二
〇
一
三
（
一
）﹈「
道
璿
は
天
台
教
学
に
詳
し
か
っ
た
か
？
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
一
―
二
）

伊
吹
敦
﹇
二
〇
一
三
（
二
）﹈「
鑑
真
は
来
日
以
前
に
聖
徳
太
子
慧
思
後
身
説
を
知
っ
て
い
た
か
？
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
二
―
一
）

伊
吹
敦
﹇
二
〇
一
三
（
三
）﹈「
初
期
禅
宗
と
日
本
仏
教
―
大
安
寺
道
璿
の
活
動
と
そ
の
影
響
―
」（『
東
洋
学
論
叢
』
三
八
）

伊
吹
敦
﹇
二
〇
一
四
（
一
）﹈「
最
澄
の
禅
相
承
と
そ
の
意
義
」（『
天
台
学
探
尋
―
日
本
の
文
化
・
思
想
の
核
心
を
探
る
―
』
所
収
、
法
蔵
館
）

伊
吹
敦
﹇
二
〇
一
四
（
二
）﹈「
聖
徳
太
子
慧
思
後
身
説
の
形
成
」（『
東
洋
思
想
文
化
』
一
）

伊
吹
敦
﹇
二
〇
一
六
﹈「
法
進
撰
『
梵
網
経
註
』
に
つ
い
て
―
佚
文
よ
り
窺
わ
れ
る
特
徴
と
最
澄
へ
の
影
響
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
五
―
一
）

勝
浦
令
子
﹇
一
九
九
九
﹈「
正
倉
院
文
書
に
み
え
る
天
台
教
学
書
の
存
在
形
態
」（『
日
本
仏
教
の
史
的
展
開
』
所
収
、
塙
書
房
）

木
内
堯
大
﹇
二
〇
一
九
﹈「『
中
辺
義
鏡
』
の
批
判
対
象
に
つ
い
て
」（『
仏
教
の
心
と
文
化
―
坂
本
廣
博
博
士
喜
寿
記
念
論
文
集
』
所
収
、山
喜
房
仏
書
林
）

金
天
鶴
﹇
二
〇
一
五
﹈「
平
安
初
期
華
厳
思
想
の
研
究
―
東
ア
ジ
ア
華
厳
思
想
の
視
座
よ
り
―
」（
山
喜
房
仏
書
林
）

蔵
中
し
の
ぶ
﹇
一
九
九
九
﹈「
渡
来
僧
と
大
安
寺
文
化
圏
―
新
羅
僧
・
元
暁
と
淡
海
三
船
―
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
四
、
勉
城
出
版
）
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栄
原
永
遠
男
﹇
二
〇
〇
〇
﹈『
奈
良
時
代
の
写
経
と
内
裏
』（
塙
書
房
）

塩
入
亮
忠
﹇
一
九
三
九
﹈『
新
時
代
の
伝
教
大
師
の
教
学
』（
大
東
出
版
社
）

島
地
大
等
﹇
一
九
三
一
﹈『
教
理
と
史
論
』（
明
治
書
院
）

白
土
わ
か
﹇
一
九
七
九
﹈「
最
澄
の
思
想
形
成
に
つ
い
て
の
一
視
点
」（『
大
谷
学
報
』
五
九
―
二
）

白
土
わ
か
﹇
一
九
八
〇
﹈「
時
代
風
潮
と
し
て
の
仏
教
思
想
と
最
澄
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
八
―
二
）

曾
根
正
人
﹇
一
九
九
九
﹈「
唐
僧
法
進
の
沙
弥
戒
と
沙
弥
像
」（『
日
本
仏
教
の
史
的
展
開
』
所
収
、
塙
書
房
）

曾
根
正
人
﹇
二
〇
〇
〇
﹈『
古
代
仏
教
界
と
王
朝
社
会
』（
吉
川
弘
文
館
）

高
原
淳
尚
﹇
一
九
八
八
﹈「
寿
霊
『
五
教
章
指
示
』
の
教
学
的
性
格
に
つ
い
て
」（『
南
都
仏
教
』
六
〇
）

武
覚
超
﹇
一
九
七
〇
﹈「
五
教
章
寿
霊
疏
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」（『
天
台
学
報
』
一
三
）

田
村
晃
祐
﹇
一
九
七
九
﹈『
最
澄
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
）

田
村
晃
祐
﹇
一
九
八
六
﹈「
道
忠
教
団
と
そ
の
教
団
」（『
徳
一
論
叢
』
所
収
、
国
書
刊
行
会
）

田
村
晃
祐
﹇
一
九
九
二
﹈『
最
澄
教
学
の
研
究
』（
春
秋
社
）

冨
樫
進  ﹇
二
〇
〇
二
﹈「
鑑
真
門
流
に
お
け
る
天
台
止
観
受
容
―
法
進
『
沙
弥
十
戒
並
威
儀
経
疏
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
日
本
思
想
史
学
』
三
四
。
後

に
冨
樫
進
﹇
二
〇
一
二
﹈
に
再
録
）

冨
樫
進  ﹇
二
〇
〇
三
﹈「
鑑
真
門
流
に
お
け
る
天
台
止
観
受
容
の
背
景
―
聖
武
・
孝
謙
治
世
下
に
お
け
る
華
厳
信
仰
・
聖
徳
太
子
信
仰
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（『
日
本
思
想
史
研
究
』
三
五
。
後
に
冨
樫
進
﹇
二
〇
一
二
﹈
に
再
録
）。

冨
樫
進
﹇
二
〇
一
二
﹈『
奈
良
仏
教
と
古
代
社
会
―
鑑
真
門
流
を
中
心
に
―
』（
東
北
大
学
出
版
会
）

堀
池
春
峰  ﹇
一
九
七
三
﹈「
華
厳
経
講
説
よ
り
み
た
良
弁
と
審
祥
」（『
南
都
仏
教
』
三
一
、
後
に
『
南
都
仏
教
史
の
研
究
上
〈
東
大
寺
篇
〉』（
法
蔵
館
）

に
再
録
）

牧
伸
之
﹇
二
〇
〇
二
﹈「
最
澄
と
一
切
経
」（『
日
本
仏
教
の
形
成
と
展
開
』
所
収
、
法
蔵
館
）

師
茂
樹
﹇
二
〇
一
五
﹈『
論
理
と
歴
史　

東
ア
ジ
ア
仏
教
論
理
学
の
形
成
と
展
開
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）

由
木
義
文
﹇
二
〇
〇
九
﹈『
東
国
の
仏
教
―
そ
の
原
型
を
求
め
て
―
』（
山
喜
房
仏
書
林
）
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吉
田
叡
禮  ﹇
二
〇
〇
九
﹈「
華
厳
一
乗
と
法
華
一
乗
―
華
厳
学
に
お
け
る
『
法
華
経
』
の
位
置
づ
け
―
」（『
東
大
寺
法
華
堂
の
創
建
と
教
学
』、
ザ
・
グ

レ
イ
ト
ブ
ッ
ダ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
集
七
）

注

  
 

最
澄
が
比
叡
山
入
山
直
後
に
記
し
た
『
願
文
』
に
は
、
天
台
用
語
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
稲
葉
圓
成
﹇
一
九
二
六
﹈、
塩
入
亮
忠

﹇
一
九
三
九
﹈
等
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。 

  
 

こ
の
点
は
、
石
田
茂
作
﹇
一
九
三
〇
﹈（
一
三
六
―
一
三
七
）、
勝
浦
令
子
﹇
一
九
九
九
﹈、
冨
樫
進
﹇
二
〇
〇
二
﹈・﹇
二
〇
〇
三
﹈
等
に
よ
っ
て

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
で
き
る
だ
け
広
い
範
囲
か
ら
最
澄
以
前
も
し
く
は
同
時
期
に
お
け
る
南
都
の
天
台
教

勢
を
概
観
し
た
。 

  
 

補
足
す
る
と
、鑑
真
の
来
日
以
前
に
天
台
関
係
の
典
籍
が
本
朝
に
将
来
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、石
田
茂
作
﹇
一
九
三
〇
﹈、白
土
わ
か
﹇
一
九
八
〇
﹈、

勝
浦
令
子
﹇
一
九
九
九
﹈
な
ど
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

こ
こ
で
い
う
「
天
台
教
学
」
と
は
、
智
顗
﹇
五
三
八
―
五
九
八
﹈
が
講
説
し
た
い
わ
ゆ
る
「
法
華
三
大
部
」
等
に
基
づ
く
教
学
を
示
す
。 

  
 

例
え
ば
、
最
澄
の
伝
記
で
あ
る
『
叡
山
大
師
伝
』
の
撰
述
者
に
ま
つ
わ
る
議
論
や
、
聖
徳
太
子
﹇
五
七
四
―
六
二
二
﹈
が
南
嶽
慧
思
﹇
五
一
五
―

五
七
七
﹈
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
聖
徳
太
子
慧
思
後
身
説
（
以
下
慧
思
後
身
説
）
の
成
立
に
関
す
る
議
論
な
ど
が
あ
る
。 

  
 

田
村
晃
祐
﹇
一
九
七
九
﹈（
一
八
一
―
一
八
二
）。 

  
 

最
澄
撰
『
血
脈
譜
』（『
伝
全
』
一
、二
一
〇
―
二
一
三
）。

  
 

田
村
晃
祐
﹇
一
九
九
二
﹈、
安
藤
俊
雄
・
薗
田
香
融
﹇
一
九
七
四
﹈
等
。 

  
 

伊
吹
敦
﹇
二
〇
一
三
（
一
）﹈、
伊
吹
敦
﹇
二
〇
一
三
（
三
）﹈
等
を
参
照
。 

  
 

伊
吹
敦
﹇
二
〇
一
四
（
一
）﹈（
一
一
二
―
一
一
三
）。
な
お
、
伊
吹
氏
が
言
及
し
て
い
る
の
は
、
最
澄
撰
『
天
台
法
華
宗
付
法
縁
起
』
で
あ
る
。

 
 

　

 

天
台
付
法
縁
起
云
。
大
福
律
師
先
入
和
国
。
乃
伝
円
明
。
利
益
有
情
。
白
塔
僧
統
後
遊
日
本
。
復
伝
円
義
。
開
仏
知
見
。
所
以
大
安
唐
律
注
戒

経
於
比
蘇
。
東
大
僧
統
注
梵
網
於
唐
院
。
両
聖
用
心
弘
天
台
義
。
群
生
同
欽
天
上
甘
露
（『
伝
全
』
五
、三
八
）。

 
 

こ
こ
で
は
、「
大
福
律
師
」（
道
璿
）
が
先
に
日
本
で
布
教
し
、「
白
塔
僧
統
」（
法
進
）
が
後
に
布
教
を
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
道

（1)（2)（3)（4)（5)（6)（7)（8)（9)（10)
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璿
は
比
蘇
に
お
い
て
『
集
註
梵
網
経
』
を
製
作
し
、
法
進
は
大
安
寺
唐
院
で
『
梵
網
経
註
』
を
著
す
こ
と
に
よ
っ
て
、「
天
台
義
を
弘
」
め
た
と
あ

る
。 

  
 

稲
葉
圓
成
﹇
一
九
二
六
﹈
は
、
最
澄
が
入
山
期
直
後
に
執
筆
し
た
『
願
文
』
に
、
智
顗
説
『
摩
訶
止
観
』
を
被
閲
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、〝
最
澄
は
法
蔵
撰
『
五
教
章
』
等
か
ら
天
台
教
学
の
存
在
を
知
っ
た
〞
と
す
る
説
が
従
来
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ

も
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
筆
者
は
見
て
い
る
。
詳
細
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。 

  
 

「
大
安
寺
文
化
圏
」
と
は
、
蔵
中
し
の
ぶ
﹇
一
九
九
九
﹈
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
。
蔵
中
氏
に
よ
る
と
、「
…
…
八
世
紀
な
か
ば
か
ら

後
半
に
か
け
て
、
渡
来
僧
が
多
く
止
住
し
た
大
安
寺
・
唐
招
提
寺
を
中
心
と
し
て
、
高
僧
伝
を
は
じ
め
と
す
る
漢
文
学
を
生
み
だ
し
た
文
学
と
学
問

の
場
を
意
味
す
る
」
と
い
う
。 

  
 

鑑
真
来
日
の
目
的
の
一
つ
は
、「
日
本
に
天
台
の
教
え
を
広
め
る
契
機
に
し
た
い
と
考
え
た
こ
と
」（
伊
吹
敦
﹇
二
〇
一
三
（
二
）﹈）
に
あ
る
と
さ

れ
る
。
鑑
真
の
天
台
信
仰
と
そ
の
門
弟
の
天
台
布
教
を
勘
案
す
る
と
、
そ
の
可
能
性
は
高
い
と
言
え
よ
う
。 

  
 

な
お
、
伊
吹
敦
﹇
二
〇
一
六
﹈
は
、
法
進
撰
『
梵
網
経
註
』
が
最
澄
に
与
え
た
影
響
は
限
定
的
で
あ
っ
た
と
見
て
い
る
。

 
 

　

 

道
璿
の
『
註
菩
薩
戒
経
』
の
思
想
は
大
乗
思
想
を
徹
底
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
虚
空
不
動
の
三
学
」
と
と
も
に
最
澄
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
当
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
法
進
の
『
梵
網
経
疏
』
に
つ
い
て
は
、
知
識
人
と
し
て
の
教
養
の
涵
養
を
目
指
し
、

天
台
へ
の
教
説
へ
の
言
及
が
抑
制
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
思
想
性
は
希
薄
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
最
澄
へ
の
影
響
は
限
定
的

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 

こ
の
伊
吹
氏
の
見
解
を
踏
ま
え
る
と
、
最
澄
に
天
台
教
学
の
影
響
を
与
え
た
と
す
れ
ば
法
進
撰
『
註
梵
網
経
』
よ
り
も
法
進
撰
『
威
儀
経
疏
』
で

あ
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

  
 

言
坐
禅
者
。
禅
乃
入
真
如
之
径
路
。
断
生
死
之
根
本
。
為
人
天
之
眼
目
。
度
苦
海
之
舟
航
。
開
甘
露
之
妙
楽
。
証
菩
提
之
聖
果
。（
中
略
）
今
欲

坐
禅
。
要
須
五
縁
具
足
。
方
能
修
学
定
慧
。
云
何
為
五
。
一
者
持
戒
清
浄
縁
。（
中
略
）
二
者
衣
食
具
足
縁
。（
中
略
）
三
者
閑
居
静
処
縁
。（
中
略
）

四
者
息
諸
作
務
縁
。（
中
略
）
五
者
近
善
知
識
縁
。（
中
略
）
上
来
五
縁
並
是
坐
禅
前
之
方
便
也
（『
日
蔵
』
四
十
、一
七
九
）。 

  
 

「
具
縁
第
一
」
と
は
、
止
観
を
実
修
す
る
十
段
階
の
う
ち
第
一
の
段
階
を
指
す
。 
  
 

法
進
撰
『
威
儀
経
疏
』
に
あ
る
伝
承
の
典
拠
は
、
灌
頂
﹇
五
六
一
―
六
三
二
﹈
撰
『
国
清
百
録
』（『
大
正
』
四
六
、八
二
一
下
―
八
二
二
上
）
と

（11)（12)（13)（14)（15)（16)（17)
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見
ら
れ
る
が
、
法
進
ほ
ど
過
激
な
表
現
は
用
い
て
い
な
い
。 

  
 

問
沙
弥
言
。
卿
師
事
何
人
。
灌
頂
報
言
。
内
供
奉
大
徳
天
台
大
師
前
者
至
之
聴
法
。
座
主
不
肯
与
如
意
是
也
。
法
師
聞
此
。
倍
自
墾
責
。
我
等
愚

痴
不
識
聖
人
。
弟
子
沙
弥
智
慧
尚
爾
。
何
況
於
本
師
。
当
時
停
講
。
共
其
灌
頂
奔
往
天
台
。
遙
見
大
師
膝
行
肘
步
。
涕
泗
流
泣
。
涙
下
如
雨
。
其
大

師
毎
日
二
時
昇
座
為
人
説
法
。
吉
蔵
屈
身
猶
如
宍
橙
。
要
令
大
師
踏
背
上
座
（『
日
蔵
』
四
十
、三
〇
四
）。 

  
 

其
大
師
法
華
経
玄
疏
二
十
巻
。
大
止
観
十
巻
。
四
教
十
二
巻
。
禅
門
十
巻
。
六
巻
本
末
。
四
巻
未
至
。
行
法
華
懴
法
一
巻
。
小
止
観
一
巻
。
六
妙

門
一
巻
。
並
法
進
辺
有
本
。
楽
欲
学
者
可
来
取
本
写
之
流
通
（『
日
蔵
』
四
十
、三
〇
四
）。

  
 

法
進
が
「﹇
こ
れ
ら
は
﹈
み
な
法
進
の
近
辺
に
本
が
あ
る
」
と
す
る
の
は
事
実
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、『
正
倉
院
文

書
』「
禅
門

六
妙
門
請
返
注
文
」「
梵
網
経
疏
返
注
文
」「
諸
経
要
集
請
返
注
文
」（
塵
芥
二
一
裏
１
〜
３
、一
一
ノ
二
六
一
〜
二
）
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
禅
門
」「
六
妙
門
」「
梵
網
経
疏
」「
諸
経
要
集
」
と
、
名
称
不
明
の
一
〇
巻
を
法
進
は
有
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、

「
禅
門

六
妙
門
請
返
注
文
」
等
と
酷
似
す
る
「
奉
写
章
疏
集
伝
目
録
」（
続
々
修
十
三
ノ
二
、十
二
―
五
二
二
〜
五
二
四
）
に
は
、「
禅
門
」「
六
妙

門
」「
梵
網
経
疏
」
と
併
せ
て
「
止
観
文
十
巻
」
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
点
か
ら
類
推
す
る
と
、「
禅
門

六
妙
門
請
返
注
文
」
等
に
あ
る
名

称
不
明
の
一
〇
巻
は
、
智
顗
説
『
摩
訶
止
観
』
で
あ
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
天
台
典
籍
は
、
鑑
真
と
同
じ
く
「
か
れ
も
そ
れ
を
手
放
し

た
形
跡
は
な
い
」（
栄
原
永
遠
男
﹇
二
〇
〇
〇
﹈（
二
五
〇
―
二
五
四
））
と
さ
れ
る
。 

  
 

ち
な
み
に
、
法
進
は
東
大
寺
や
滋
賀
の
国
昌
寺
に
お
い
て
も
『
威
儀
経
疏
』
を
講
説
し
て
い
る
（『
日
蔵
』
四
十
、三
二
一
）。
ま
た
、『
本
朝
高
僧

伝
』
巻
五
十
七
「
浄
律
五
之
一
・
和
州
招
提
寺
沙
門
法
進
伝
」
に
は
「
ま
た
衆
請
に
随
い
て
、
天
台
三
大
部
を
講
説
す
る
こ
と
四
遍
」（『
日
仏
全
』

一
〇
三
、二
七
三
）
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
こ
の
伝
承
の
真
偽
は
定
か
で
は
な
い
が
、
法
進
撰
『
威
儀
経
疏
』
に
記
さ
れ
る
天
台
教
学
の
依
用
を
勘

案
す
る
と
、
実
際
に
講
説
が
行
わ
れ
て
い
た
蓋
然
性
は
高
い
。 

  
 

し
か
し
な
が
ら
、
法
進
の
天
台
布
教
は
吉
蔵
を
過
剰
に
貶
め
る
表
現
を
用
い
た
た
め
に
大
安
寺
な
ど
の
三
論
学
徒
に
は
受
容
さ
れ
に
く
か
っ
た
と

推
定
さ
れ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
大
安
寺
の
善
議
﹇
七
二
九
―
八
一
二
﹈
は
天
台
教
学
を
は
じ
め
て
知
っ
た
か
の
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る
。

 
 

　

 

聖
徳
皇
子
者
。
霊
山
之
聽
衆
。
衡
嶽
之
後
身
。
請
経
西
隣
。
弘
道
東
域
。
智
者
禅
師
者
。
亦
共
侍
霊
山
。
降
迹
台
嶽
。
同
悟
法
華
三
昧
。
以
演

諸
仏
之
妙
旨
者
也
。
竊
見
天
台
玄
疏
者
。
総
括
釈
迦
一
代
之
教
。
悉
顕
其
趣
。
無
所
不
通
。
独
逾
諸
宗
。
殊
示
一
道
。
其
中
所
説
。
甚
深
妙
理
。

七
箇
大
寺
。
六
宗
学
生
。
昔
所
未
聞
。
曽
所
未
見
。
三
論
法
相
。
久
年
之
淨
。
渙
焉
冰
釈
。
照
然
既
明
（『
伝
全
』
五
付
録
、
十
一
）。
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善
議
の
主
張
は
、
大
安
寺
に
お
け
る
天
台
教
学
の
非
普
及
性
を
象
徴
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

  
 

慧
思
後
身
説
の
提
唱
者
に
関
し
て
は
、
伊
吹
敦
﹇
二
〇
一
四
（
二
）﹈
に
従
っ
た
。 

  
 

日
本
国
昔
有
聖
徳
太
子
曰
、
二
百
年
後
聖
教
興
於
日
本
。
今
鍾
此
運
。
願
大
和
上
。
東
遊
興
化
。
大
和
上
答
曰
。
昔
聞
南
嶽
思
禅
師
遷
化
之
後
。

託
生
倭
国
王
子
。
興
隆
仏
法
。
濟
度
衆
生
。
又
聞
日
本
国
長
屋
王
崇
敬
仏
法
（『
唐
大
和
上
東
征
伝
』『
日
仏
全
』
一
一
三
、一
〇
九
）。 

  
 

法
華
宗
沙
門
最
澄
恭
敬
奉
讃
并
小
叙
。
大
師
。
剋
七
生
於
大
唐
。
現
一
生
於
日
本
。
位
登
初
依
。
妙
解
円
融
。
衆
徳
塵
数
。（『
上
宮
太
子
拾
遺

記
』『
日
仏
全
』
一
一
二
、二
五
四
。
後
に
『
天
台
法
華
宗
付
法
縁
起
』『
伝
全
』
五
、三
一
―
三
二
）。 

  
 

上
宮
太
子
者
。
千
年
一
聖
也
。
剋
生
生
於
西
隣
。
垂
一
影
於
東
海
（『
上
宮
太
子
拾
遺
記
』『
日
仏
全
』
一
一
二
、二
六
一
。
後
に
『
天
台
法
華
宗

付
法
縁
起
』『
伝
全
』
五
、三
二
）。 

  
 

汝
不
定
性
。
汝
法
華
正
為
（
中
略
）
妙
法
華
経
中
。
無
菩
薩
領
解
者
。
愚
鈍
文
字
師
耳
。
非
本
所
望
。
已
有
太
子
。
則
大
師
義
。
契
霊
山
。
説
金

輪
心
。
奧
州
義
鏡
。
乖
上
宮
使
。
釈
尊
教
（『
伝
全
』
二
、六
二
五
―
六
二
六
）。 

  
 

つ
ま
り
、「
徳
一
が
智
顗
を
誹
謗
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
智
顗
の
師
匠
で
あ
る
慧
思
（
聖
徳
太
子
）
に
も
背
く
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
批
判
で
あ

る
。 

  
 

明
知
。
未
練
深
定
。
泯
実
相
定
。
南
嶽
大
師
。
大
唐
得
定
。
哀
愍
我
国
。
託
生
王
家
。
建
立
仏
法
。
利
益
有
情
。
若
不
許
南
嶽
。
深
背
僧
伝（『
伝

全
』
一
、七
八
）。 

  
 

『
叡
山
大
師
伝
』「
添
供
。
経
生
捨
功
成
卷
。
又
有
東
国
化
主
道
忠
禅
師
者
。
是
此
大
唐
鑑
真
和
上
。
持
戒
第
一
弟
子
也
」（『
伝
全
』
五
付
録
、七
）。 

  
 

『
天
台
法
華
義
』
と
は
田
村
晃
祐
﹇
一
九
九
二
﹈
に
よ
る
仮
称
で
あ
っ
て
、現
在
に
至
る
ま
で
著
者
は
確
定
し
て
い
な
い
。
田
村
晃
祐
﹇
一
九
九
二
﹈

（
七
五
）
に
よ
る
と
、『
天
台
法
華
義
』
は
「
最
も
考
え
易
い
の
は
、
東
国
に
い
た
道
忠
門
下
が
ま
と
め
た
も
の
」
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
田
村
氏

の
説
に
従
っ
た
。
な
お
、『
天
台
法
華
義
』
の
原
本
は
現
存
し
て
い
な
い
も
の
の
、
最
澄
撰
『
守
護
国
界
章
』
に
引
用
さ
れ
た
箇
所
か
ら
部
分
的
な

復
元
が
可
能
で
あ
る
。 

  
 

師
茂
樹
﹇
二
〇
一
五
﹈（
三
七
九
）、
木
内
堯
大
﹇
二
〇
一
九
﹈。 

  
 

そ
の
一
例
と
し
て
は
、
湛
然
﹇
七
一
一
―
七
八
二
﹈
の
著
作
が
扱
わ
れ
て
い
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。 
  
 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
「
寿
霊
撰
『
指
示
』
に
見
え
る
天
台
教
勢
」
の
箇
所
で
述
べ
る
。 
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田
村
晃
祐
﹇
一
九
八
六
﹈、
由
木
義
文
﹇
二
〇
〇
九
﹈
等
。 

  
 

又
有
東
国
化
主
道
忠
禅
師
者
。
是
此
大
唐
鑑
真
和
上
。
持
戒
第
一
弟
子
也
。
伝
法
利
生
。
常
自
為
事
。
知
識
遠
志
。
助
写
大
小
経
律
論
二
千
余
卷
。

纔
及
満
部
帙
。
設
万
僧
斎
。
同
日
供
養
。
今
安
置
叡
山
蔵
。
斯
其
経
也
。（『
伝
全
』
五
付
録
、
七
）。 

  
 

牧
伸
之
﹇
二
〇
〇
二
﹈。 

  
 

田
村
晃
祐
﹇
一
九
八
六
﹈（
四
八
九
）。 

  
 

武
蔵
之
国
。
道
忠
法
師
。
菩
薩
戒
寄
天
台
宗
。
最
初
之
時
。
城
邑
之
中
。
在
於
高
座
。
演
説
宗
義
。
登
到
叡
嶺
。
共
先
之
師
。
写
一
切
経
。
收
於

経
蔵
（『
伝
全
』
一
、六
三
八
）。 

  
 

道
忠
教
団
と
最
澄
の
関
係
は
最
澄
の
死
後
も
継
続
し
、
そ
の
教
団
か
ら
多
く
の
天
台
座
主
を
輩
出
す
る
に
至
っ
た
（
由
木
義
文
﹇
二
〇
〇
九
﹈

「
東
国
出
身
の
天
台
座
主
と
道
忠
教
団
」
の
章
を
参
照
）。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
道
忠
教
団
と
最
澄
に
お
け
る
関
係
性
の
強
さ
が
う
か
が
え
る
。 

  
 

ち
な
み
に
、
後
世
の
資
料
で
あ
る
『
唐
招
提
寺
縁
起
抜
略
集
』（『
日
仏
全
』
一
一
八
、三
〇
七
）
に
は
、
唐
招
提
寺
に
お
い
て
天
平
宝
字
三
年

（
七
五
九
）
以
後
に
天
台
の
典
籍
に
基
づ
い
た
講
義
が
行
わ
れ
た
と
あ
る
。
こ
の
説
が
信
頼
で
き
る
な
ら
ば
、
鑑
真
が
南
都
に
て
天
台
教
学
の
講
説

を
行
っ
て
い
た
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。 

  
 

本
稿
で
扱
う
寿
霊
や
景
戒
以
外
に
は
、
大
安
寺
の
慶
俊
﹇
生
没
年
不
詳
﹈
が
「
円
宗
」
に
通
暁
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』

『
日
仏
全
』
一
〇
一
、七
八
上
）。
勝
浦
令
子
﹇
一
九
九
九
﹈
は
、
慶
俊
が
「
ま
た
こ
の
「
止
観
法
門
」
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
ま
た
慶
俊

伝
が
天
台
僧
思
託
の
執
筆
に
よ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、「
円
宗
」
に
天
台
も
含
ま
れ
た
と
考
え
る
」
と
し
て
い
る
。
鑑
真
門
下
を
中
心
と
し
た
天

台
布
教
を
勘
案
す
る
と
、
勝
浦
氏
の
見
解
は
妥
当
と
言
え
よ
う
。 

  
 

島
地
大
等
﹇
一
九
三
一
﹈、
石
井
公
正
﹇
一
九
八
七
﹈
等
。 

  
 

今
津
洪
嶽
﹇
一
九
七
七
﹈（
五
五
）。 

  
 

金
天
鶴
﹇
二
〇
一
五
﹈（
三
五
）。 

  
 

例
え
ば
、
島
地
大
等
﹇
一
九
三
一
﹈、
武
覚
超
﹇
一
九
七
〇
﹈、
石
井
公
成
﹇
一
九
八
七
﹈、
高
原
淳
尚
﹇
一
九
八
八
﹈、
曾
根
正
人
﹇
二
〇
〇
〇
﹈、

冨
樫
進
﹇
二
〇
〇
三
﹈、
吉
田
叡
禮
﹇
二
〇
〇
九
﹈、
伊
吹
敦
﹇
二
〇
一
四
﹈、
金
天
鶴
﹇
二
〇
一
五
﹈
な
ど
が
あ
る
。 
  
 

問
。
若
依
此
文
。
法
華
中
亦
説
別
教
義
。
華
厳
経
亦
有
同
教
義
。
何
以
故
。
法
華
名
同
教
一
。
華
厳
目
別
教
一
。
答
約
多
分
義
目
同
別
耳
。
謂
法
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華
中
多
説
同
義
。
少
説
別
義
。
故
目
同
教
。
又
三
乗
一
乗
和
合
説
故
。
華
厳
経
中
。
別
教
義
多
。
同
教
義
少
。
故
名
別
教
（『
大
正
』
七
二
、二
一
一

中
） 。

  
 

言
若
有
衆
生
不
信
受
者
。
当
知
是
人
。
華
厳
性
起
品
云
。
仏
子
菩
薩
摩
訶
薩
。
無
量
億
那
由
他
劫
。
行
六
波
羅
蜜
修
習
道
品
善
根
。
未
聞
此
経
。

雖
聞
不
信
受
持
随
順
。
是
等
猶
為
仮
名
菩
薩
者
是
也
。
案
云
。
以
不
信
法
華
人
。
不
信
華
厳
故
。
反
此
明
知
。
信
法
華
人
。
即
信
華
厳
（『
大
正
』

七
二
、二
一
一
下
―
二
一
二
上
）。 

  
 

高
原
淳
尚
﹇
一
九
八
八
﹈、
石
井
公
成
﹇
一
九
八
七
﹈。 

  
 

寿
霊
撰
『
指
示
』
の
全
体
的
な
引
用
文
献
に
関
し
て
は
、
高
原
淳
尚
﹇
一
九
八
八
﹈、
金
天
鶴
﹇
二
〇
一
五
﹈（
三
六
）
を
参
照
。 

  
 

こ
の
ほ
か
、
寿
霊
撰
『
指
示
』
に
「
天
台
の
い
わ
く
」（『
大
正
』
七
二
、二
〇
二
上
）
と
し
て
引
用
さ
れ
た
一
文
も
、
智
顗
撰
『
四
教
義
』（『
大

正
』
四
六
、七
二
二
上
）
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。 

  
 

高
原
淳
尚
﹇
一
九
八
八
﹈。 

  
 

見
顗
師
意
。
四
教
文
義
。
雖
似
相
濫
。
窮
定
義
理
良
無
濫
失
。
細
見
其
義
。
可
授
釈
也
。
恐
繁
不
集
（『
大
正
』
七
二
、二
二
二
中
）。 

  
 

亦
如
思
禅
師
至
広
如
僧
伝
者
（
中
略
）
七
代
記
云
。
応
化
之
語
。
不
妄
也
。
往
生
之
身
。
不
謬
也
。
所
以
生
於
倭
国
之
王
家
。
哀
矜
百
姓
。
梁
棟

三
宝
（『
大
正
』
七
二
、二
二
三
中
―
下
）。 

  
 

高
原
淳
尚
﹇
一
九
八
八
﹈
は
、
鑑
真
来
日
以
前
の
東
大
寺
に
『
法
華
経
』
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
今
後
は
寿
霊
な

ど
に
よ
る
『
法
華
経
』
や
天
台
教
学
の
受
容
を
考
察
す
る
に
際
し
て
、
東
大
寺
周
辺
の
事
情
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

  
 

な
お
、
編
纂
者
で
あ
る
景
戒
に
つ
い
て
の
詳
細
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
出
雲
路
修
﹇
一
九
九
六
﹈（
三
一
九
）
に
よ
る
と
、
行
基
の
弟
子

と
さ
れ
る
景
静
﹇
生
没
年
不
詳
﹈、『
類
聚
国
史
』「
仏
道
部
・
還
俗
僧
」
の
条
に
み
え
る
薬
師
寺
景
国
﹇
生
没
年
不
詳
﹈
が
景
戒
で
あ
る
と
推
測
さ

れ
て
い
る
。 

  
 

自
仏
涅
槃
以
来
。
迄
于
延
曆
六
年
歲
次
丁
卯
。
而
径
一
千
七
百
廿
二
年
。
過
正
像
二
而
入
末
法
。
然
日
本
従
仏
法
伝
適
以
還
。
迄
于
延
曆
六
年
而

径
二
百
卅
六
歲
也
。（
中
略
）
殖
悪
之
因
。
怨
悪
之
果
。
是
吾
迷
心
。
作
於
福
因
而
鑑
菩
提
。
是
我
寤
懐
。
羊
僧
景
戒
。
所
学
者
未
得
天
台
智
者
之

問
術
。
所
悟
者
未
得
神
人
弁
者
之
答
術
（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
三
〇
、二
六
一
―
二
六
二
）。 
  
 

元
暁
撰
『
涅
槃
宗
要
』
の
伝
来
に
関
し
て
は
、
堀
池
春
峰
﹇
一
九
七
三
﹈
の
「
大
安
寺
審
祥
師
経
録
」
を
参
照
し
た
。 

（48)（49)（50)（51)（52)（53)（54)（55)（56)（57)（58)
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出
雲
路
修
﹇
一
九
九
六
﹈（
一
二
八
）。 

  
 

又
如
随
時
天
台
智
者
問
神
人
言
。
北
立
四
宗
会
経
意
不
。
神
人
答
言
失
多
得
少
。
又
問
成
実
論
師
立
五
教
称
仏
意
不
。
神
人
答
曰
小
勝
四
宗
猶
多

過
失
。
然
天
台
智
者
禅
恵
倶
通
学
世
所
重
。
凡
聖
難
測
。
是
知
仏
意
深
遠
無
限
。
而
欲
以
四
宗
科
於
経
旨
。
亦
以
五
時
限
於
仏
意
。
是
猶
以
螺
酌
海

用
管
闚
天
者
耳
。
教
迹
浅
深
略
判
如
是
（『
大
正
』
三
八
、二
五
五
下
）。 

  
 

又
十
八
年
己
卯
十
一
十
二
箇
月
頃
。
景
戒
之
家
。
狐
鳴
。
又
時
時

鳴
也
。
次
来
十
九
年
庚
辰
正
月
十
二
日
。
景
戒
之
馬
死
也
。
又
同
月
廿
五
日
。

馬
死
也
。
是
以
当
知
。
災
相
先
兼
表
。
後
其
実
災
来
也
。
然
景
戒
未
推
軒
轅
黃
帝
之
陰
陽
術
。
未
得
天
台
智
者
之
甚
深
解
。
故
不
知
免
災
之
由
。
而

受
其
災
。
不
推
除
災
之
術
。
而
蒙
滅
愁
（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
三
〇
、二
九
五
）。 

  
 

最
澄
撰
『
願
文
』
に
は
、「
若
依
此
願
力
至
六
根
相
似
位
。
若
得
五
神
通
時
。
必
不
取
自
度
。
不
證
正
位
。
不
著
一
切
」（『
伝
全
』
五
付
録
、
五
）

と
あ
る
。
冨
樫
進
﹇
二
〇
一
二
﹈（
一
六
六
）
に
よ
る
と
、「
最
澄
の
護
国
仏
教
に
お
い
て
希
求
さ
れ
た
止
観
行
の
実
践
に
よ
り
成
就
す
る
五
神
通
と

は
、『
霊
異
記
』
に
認
め
ら
れ
る
除
災
機
能
と
し
て
の
「
天
台
智
者
の
甚
深
の
解
」
と
ま
さ
し
く
同
質
の
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
こ

の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
最
澄
が
景
戒
に
対
し
て
天
台
の
除
災
効
果
の
関
心
を
持
た
せ
た
蓋
然
性
は
高
い
と
言
え
よ
う
。
な
お
、「
五
神
通
」
の
典

拠
は
智
顗
撰
『
小
止
観
』（『
大
正
』
四
六
、四
六
六
下
）、
智
顗
説
『
摩
訶
止
観
』（『
大
正
』
四
六
、一
三
〇
上
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
冨
樫
進

﹇
二
〇
一
二
﹈（
一
五
九
―
一
六
二
））。 

 
（
英

は
な
ぶ
さ

　
　
　

亮り
ょ
う　

大
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
第
三
学
年　

仏
教
学
専
攻
）

（59)（60)（61)（62)
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